
３年生社会 自宅学習③（歴史教科書174～175p)

【前時の振り返り】

１ 前回の学習したことを解こう。

(1) 1885年，我が国の政府の主体を決めました。政府は何 (1)

という組織が担うことになりましたか。

(2) 初代内閣総理大臣に就任したのは誰ですか。 (2)

(3) 1889年，アジア初の憲法が発布されました。何という (3)

憲法ですか。

(4) 我が国の議会を何というか。 (4)

【今回の学習】

学習課題 欧米列強の侵略と日本の条約改正は，どのように進められたのか。

２ 教科書174ページを読んで，20世紀初めの欧米の動きを考えよう。

(1) 18世紀後半にイギリスで始まった急速な工業化を何と (1)

いいますか。

↓

(2) この工業化が進んだことで，20世紀初めにかけて欧米 (2)

各国が，植民地化していった動きを何といいますか。

(3) 植民地にされた地域は，主にどの州ですか。 (3)

（教科書174ページの上図を見ながら）

３ 日本の条約改正について，考えよう。

(1) この「条約改正」は，何という条約を改正しようとし

ているのでしょうか。

→ヒント：１８５８年

(2) この条約には，日本にとって不利な内容が２つありました。どのようなものですか。

(3) この時の条約改正のようすをまとめた下の年表を，教科書174～175ページを読んで

まとめよう。

１８７８年 （ ）との間で関税自主権の回復に成功

井上 馨 外務大臣による（ ）政策

どんなことをしたのか簡単に書こう



１８８６年 ノルマントン号事件が和歌山県沖でおこる。

この事件はどんな事件か簡単に書こう

１８９４年 （ ）条約＜（ ）外相＞

・領事裁判権の撤廃に成功

１９０２年 日英同盟を結ぶ

１９０４年 アメリカとの間で条約改正に成功し，実現

＜（ ）外相＞

まとめ

＜欧米列強の侵略と日本の条約改正は，どのように進められたのか。＞

１ 教科書１７５ページ□５を見て，日本の欧米にどう接したのかをまとめる。

２ 教科書１７５ページ□６を見て，なぜこの事件をきっかけに条約改正になって

いったのかをまとめる。

振り返り① 今回の学習で分かったこと，疑問に思ったことを書いてみよう。

振り返り② ワーク３６ページ①をやろう。


